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＜テーマ設定の理由＞

南部地域の特産物が“スゲ細工”だったから。

小学校で、スゲ細工を作ったことがあるから。

学校に飾ってあって結構身近にあったから。



＜調査方法＞

＜インタビュー＞ ・・・平丸を現地調査

＜電話＞・・道の駅新井

・・妙高高原駅前の土産屋

・・妙高山麓直売センタートマト



＜調査内容＞

＜インタビュー＞
・スゲ細工を作れるか聞く。

・スゲ細工名人を知っているか聞く。

・スゲ細工は一つ作るのにどのくらいかかるか。

・スゲ細工の種類は、どれくらいか。

＜電話＞
・スゲ細工を取り扱っているか。

・値段は、どれくらいか。

・どこから、仕入れているか。



＜アンケート結果＞

年末になると出荷することが多い。

スゲ細工職人は、年々減っている。

スゲ細工を作るのは、時間（手間）がかかる。

スゲ細工の種類は、主に十二支。

猪には、うりの木が使われている。

スゲ細工は、２７５０円（十二支）。

平丸民芸組合があった。





＜昔と今の職人数＞

【昔】 ２００～３００人

【今】 １０～１５人



＜なぜ、激減したか？＞

少子高齢化。

平丸民芸組合が、無くなった。

手間がかかる。



＜これ以上職人を減らさないために＞

活性化
お客が買う有名になる

職人が作る



＜スゲ細工のよさ＞

自然のものを使っている。

十二支の個性が出ている。

力強い。

各部位が細かい。



＜まとめ＞

スゲ細工を作る職人が本当に減っていること
がわかった。

スゲ細工をみんなに知ってもらうために、スゲ
細工のよさをアピールし、口コミなどで広めて
有名にしたい。



＜考察＞

体験してもらい、面白さを知ってもらう。

実際に、見てスゲ細工のよさを知ってもらう。

スゲ細工を、知ってもらい品物を買ってもらう。



＜最後に＞

スゲ細工作り名人地域として

スゲ細工・地域を南中公認したいです。


